
こども谷気重憲幸
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谷気重は、岡れ・なえ基手え主が8本 に孝くからたわるさきざま各式特甘4じの修竹と(
あ   げ んだい事 どう                               ・

てつくり上tデた乳べ式重です。

谷気重は、ね手き岳含【、一劣に密をとヽながら自分と磨き、私谷,こ貴献fさる人`〔各

るこrを目待と【てV増す。

谷気重では、ね手苫どちらが強いかと此べることや、 購も負けと義うこ音と【ないため、
【あ い  おこPf

拭雑 竹いません。

谷気重き工(く据鮮【、稽書を(ていくためにスの拘患き守ります。

ら ヽ`さどう つ う   t=ん rtん   せ い,とう     お も       ● たヽRゃ  ここう     ひ と
・谷気重きiLじて自分臼好き式飛 せ、忌いやり瞥懇欝の̀ Sともっ人,こ各るよう、

稽者に沸みます。

ことみ わ ざ い うだ と も さ た      さ dえ  た ヽヽせっ    、 っヽ とヽうけためいけいこ ! A l f
,Sr故 甘体も共に無えるよう、去ホき去力に【て一其態今捕吉に励みをす。

・え土の家えや佐奪きホく守り、ほ然き【をい、させないように応がけて捕者に力みをす。    "

・↑円き夫力に【て、お互いと晶あ谷やヽながら、率(く捕吉に殉み孝す。

電̀ だん  せ いかを    あ 、やヽ さどう  け い こ  と            さ て く =も   オ ヽい ゴただ  せ いぜ→
・手段の主体でも、谷気重の稽孝f身 につけたこrゃ親只蜂 守り、イL儀二(く式景に

竹訳 孝す。
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